
NO.116（5） 日 高 市 議 会 だ よ り

中
学
校
健
康
保
健
管
理
事
業
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
係
る
衛
生
用
品
等
の
購
入
経

費
を
増
額
又
は
追
加
、
災
害
復
旧

費
の
う
ち
、
公
共
土
木
施
設
災
害

復
旧
費
で
は
、
災
害
復
旧
事
業
で
、

令
和
元
年
東
日
本
台
風
で
被
災
し

た
新
井
橋
、
新
堀
橋
及
び
久
保
の

下
橋
の
復
旧
工
事
（
上
部
工
）
に

係
る
「
工
事
請
負
費
」
を
減
額
し

た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
２
号
）

　

�

令
和
３
年
度
日
高
市
武
蔵
高
萩

駅
北
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ

れ
ぞ
れ
５
千
203
万
１
千
円
を
追
加

し
、
補
正
後
の
総
額
を
、
そ
れ
ぞ

れ
２
億
５
千
694
万
１
千
円
と
し
、

ま
た
、
繰
越
明
許
費
の
設
定
を
し

た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

�

　
（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
３
号
）

　

�

令
和
４
年
度
日
高
市
一
般
会
計

予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
、
そ

れ
ぞ
れ
187
億
９
千
万
円
と
し
た
い

と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
）

　

議
案
第
３
号　

反
対
討
論

　

本
予
算
に
お
け
る
情
報
化
推

進
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
管
理
運
営
事
務
の
行

政
手
続
オ
ン
ラ
イ
ン
化
対
応
委
託

料
の
財
源
は
、
ま
ち
づ
く
り
基
金

繰
入
金
が
半
分
で
あ
り
、
国
が
進

め
る
Ｄ
Ｘ
化
に
善
意
の
ま
ち
づ
く

り
寄
附
金
を
充
て
る
の
は
違
和
感

が
あ
る
。
ま
た
、
市
税
収
納
管
理

事
務
の
共
通
納
税
シ
ス
テ
ム
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
規
格
対
応
改
修
委
託
料
の

財
源
は
、
全
額
が
一
般
財
源
で
あ

り
、
国
か
ら
示
さ
れ
た
事
業
で
あ

る
の
に
財
政
支
援
が
な
い
の
は
納

得
が
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
コ
ン

ビ
ニ
交
付
事
業
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
使
用
す
る
た
め
、
費
用

対
効
果
に
疑
問
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
十
分
な
財
政
支

援
も
な
く
、
自
治
体
の
規
模
や
現

状
も
考
慮
せ
ず
に
一
律
に
デ
ジ
タ

ル
化
を
進
め
る
国
の
や
り
方
は
、

市
の
財
政
を
後
々
ま
で
圧
迫
す
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
惧
が
ぬ

ぐ
え
な
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
議
案
に

反
対
す
る
。

　

議
案
第
３
号　

賛
成
討
論

　

本
予
算
は
、
重
点
施
策
と
す
る

「
活
躍
支
援
・
雇
用
の
創
出
」「
移

住
・
定
住
の
促
進
」「
子
育
て
支
援
」

「
生
活
環
境
の
充
実
」「
健
幸
の
ま

ち
づ
く
り
」
の
５
つ
の
柱
に
適
正

に
配
分
さ
れ
、「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
」
共
同
宣
言
並
び
に
「
健

幸
の
ま
ち
」
宣
言
に
基
づ
く
取
り

組
み
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た

め
の
自
治
体
Ｄ
Ｘ
へ
の
取
り
組
み

を
反
映
す
る
ほ
か
、
地
域
か
ら
の

要
望
に
も
対
応
す
る
も
の
と
評
価

で
き
る
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
財
源
確
保
が
難

し
い
中
、
高
麗
川
駅
東
口
の
開
設
、

新
高
萩
公
民
館
の
建
設
、
市
民

プ
ー
ル
の
改
修
、
武
蔵
台
小
中
学

校
の
開
校
等
に
向
け
た
事
業
費
の

設
定
は
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
市
長
の
姿
勢
が
う
か
が

え
る
。

　

市
民
の
暮
ら
し
充
実
と
将
来
を

見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
遂
行
す

べ
く
編
成
さ
れ
た
本
予
算
は
、
第

６
次
日
高
市
総
合
計
画
に
掲
げ
る

将
来
都
市
像
「
誰
も
が
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る　

ふ
れ
あ
い
清

流
文
化
都
市　

日
高
」
の
実
現
に

資
す
る
も
の
と
判
断
で
き
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
議
案
に

賛
成
す
る
。

（
議
案
第
４
号
）

　

�

令
和
４
年
度
日
高
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
、
そ

れ
ぞ
れ
65
億
８
千
715
万
３
千
円
と

し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
）

　

議
案
第
４
号　

反
対
討
論

　

国
民
健
康
保
険
財
源
の
法
定
外

繰
入
解
消
の
た
め
、
国
は
保
険
税

率
を
標
準
保
険
税
率
に
合
わ
せ
る

こ
と
を
市
区
町
村
に
求
め
て
い
る
。

　

本
予
算
は
、
保
険
税
収
入
を
前

年
度
比
７
千
866
万
２
千
円
増
と
し

て
い
る
が
、
標
準
税
率
と
の
差
の

解
消
で
税
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と

も
要
因
で
あ
る
。
低
所
得
者
軽
減

や
未
就
学
児
均
等
割
軽
減
な
ど
評

価
す
べ
き
点
も
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
収
入
が
減
少
し
て
い
る
被
保

険
者
が
多
い
中
、
保
険
税
の
引
き

上
げ
に
よ
っ
て
負
担
を
増
や
す
こ

と
に
は
賛
成
で
き
な
い
。
国
民
健

康
保
険
の
安
定
的
な
運
営
の
た
め

に
は
、
抜
本
的
に
国
庫
支
出
金
を

増
や
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
議
案
に

反
対
す
る
。

　

議
案
第
４
号　

賛
成
討
論

　

本
予
算
は
、
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
が
減
少
す
る
状
況
に

あ
っ
て
も
、
一
人
当
た
り
の
医
療

費
が
増
加
し
て
い
る
傾
向
を
勘
案

し
て
必
要
な
財
源
を
県
支
出
金
に

て
確
保
し
、
保
険
給
付
費
を
前
年

度
よ
り
増
額
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
安
定
し
た
予
算
編
成
に

な
っ
て
い
る
も
の
と
判
断
で
き
る
。

　

ま
た
、
内
容
的
に
も
所
得
が
少

な
い
被
保
険
者
の
負
担
に
も
配
慮

し
て
い
る
ほ
か
、
被
保
険
者
の
健

康
維
持
に
係
る
事
業
費
が
適
正
に

組
ま
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
議
案
に

賛
成
す
る
。

（
議
案
第
５
号
）

　

�

令
和
４
年
度
日
高
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
、
そ

れ
ぞ
れ
８
億
９
千
557
万
９
千
円
と

し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
）

　

議
案
第
５
号　

反
対
討
論

　

２
月
の
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
議
会
で
令
和
４
・
５

年
度
の
保
険
料
を
均
等
割
で
２
千

470
円
、
所
得
割
で
０
．
42
％
引
き

上
げ
る
改
正
条
例
が
可
決
さ
れ
、

本
予
算
は
、
こ
れ
を
反
映
し
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

　

保
険
料
引
き
上
げ
は
、
一
定
の

所
得
が
あ
り
窓
口
負
担
割
合
が
２

割
と
な
る
被
保
険
者
に
と
っ
て
は

二
重
の
負
担
増
に
な
り
、
高
齢
者

が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
機
会

討　

論

討　

論

討　

論


